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は　　じ　　め　　に

岐阜県博物館は、置県100年を記念し、県

下唯一の総合博物館として、昭和51年5月開

館以来、本年5月5日をもって、10周年を迎

えました。

入館者は、昨年10月末に待望の100万人

をこえました。これもひとえに、当博物館に対

する県民の皆さまのご理解と関係者の皆さまの

ご協力やご指導により、資料収集・調査研究・

資料展示・教育普及などの事業活動を積極的に

展開することができた賜物と、心から感謝し、

厚くお礼申し上げます。

60年度は、自然展示室2の一部改装により、

展示資料の充実をはじめ、館内外の整備を図り

ましたほか、県民の皆さまから多くの貴重な資

料の寄贈を受け、館蔵資料の充実を図ることも

できました。

また、当博物館の事業活動にこ協力願ってお

ります岐阜県博物館友の会は、最近の会員増加

にともない、組織の拡充や事業活動の拡大に努

められ、今後の活動が期待されます。
一方、春の「濃飛の縄文時代」、夏の「鉱物

の世界」、秋の「美濃の刀剣」の各特別展は、

いずれも格別の好評をえましたが、資料紹介展

の「．ふるさとの魚」「古式鉄砲」は、望外の好

評をえ、同展のあり方に貴重な示唆をいただき

ました。

現下の社会的課題であります生涯教育の推進、

余暇時間の活用、高齢者の生きがい対策などの

対応の場として、博物館活動が重視されており

ますなかで、私ども館員一同は、あらゆる面に

わたって、一層の創意工夫をこらし、「やすら

ぎのなかで楽しく学ぶ」博物館づくりに努力い

たしているところであります。

ここに、岐阜県博物館報第9号をもって、昭

和60年度の事務事業の状況をご報告し、今後

とも格別のご指導、ご協力を賜わりますようお

願い申し上げます。

昭和61年7月1日

岐阜県博物館長　廣田照夫
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I　昭和61年度　管　理　運　営　概　要

組　　　織 劍���k���ﾅr�

1）機　構　　　　　　　　　　　総　務　課 

管　理　係 

学　芸　部 

館　　長 倬�����+r���ﾈ��[h��ﾅr�

自　然　係 

教育普及係 

（分　　　掌）

考　　　古

歴　　　史

民　　　俗

美術・工芸

（2）職　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和61年4月1日現在

職　　　　　　名 倩�������kﾂ�職　　　　　　名 倩�������kﾂ�

館　　　　　　　　　長 �ｨ��68�����Wb�○　学　芸　部 伜(��68��ﾔ���Wh���

次　　　　　　　　　　長 冢ﾈ��68ﾔｹu��､9��hｮﾉ��学　　芸　　部　　長 

○　総　務　課 剋蜚C学芸主軸人文係長 ��X������ｺx��裵�

課　　　　　　　　　　長 刳w芸主事 〃 〃 〃 主任学芸主轟荊自然係長 兌ﾘ��68��ﾏh��?��

庶　　務　　係　　長 儖h��nﾈ��ﾋ8��ﾅｲ�冖ﾈ�������8��ﾕ��

主　　　　　　　　　　査 ��ﾈ��%ｸ�������2�儖h��ｭh��������

主　　　　　　　　　　任 伜(��ﾏｸ��ﾔ������傅ﾈ���ﾈ���������

技　　　　　　　　　師 凩�������ﾞﾈ��&｢��(h��nﾈ��ﾆ���爾�

主任主査　開管理係長 亳x��ﾋH��W���Tb�学芸主事 　〃 　〃 学芸嘱託員 俛���ﾏX���8��ﾔr�

主　　　　　　　　　　事 ����:���Y����2�傅ﾈ������ﾄ���ﾏR�

業務嘱託員 〟 〃 〃 〟 〟 ��ﾉ�9�IOﾂ�~冦�'������:�躡��~冦���ﾏr�

青　山　貴　子 仆8��支��X���ｷ���ﾅx��+r�石　田　　　興 

古　田　佳　子 仆8����支����皦����饕�今　井　雅　巳 

池村清美 山口誉理子 乂xﾇﾈ�ｩ�X蹴������b�大沢淳一 青木　修 
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（3）博物館協議会

当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、又は意見を述べる機関として、岐阜県

博物館条例（昭和51年）第2条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである。

昭和61年5月15日現在

氏　　　名 偖ｨ��������������������現　　　　　　　職 

林　　　金　雄 丿Yk�ﾋH�9=��捧�ﾙ*ﾃ3x�ﾃ"�岐阜大学名誉教授 

土　屋　　　斉 ��X･�8ﾗ)Oi*ﾃ��sr�㈱大垣共立銀行取締役頭取 

坂　倉　又　吉 ��8x�9'ﾉT�*ﾃ#s32�千代菊㈱取締役社長 

溝　脇　昭　人 弍)Xﾈ�8ﾞｸ�##Sc2�岐阜日々新聞社論説委員 

野　村　忠　夫 ���(�8岔,9*ﾉ8ﾈﾙ�Wｳ3B�岐阜大学教育学部教授 

喜　成　佑　彦 弍)Xﾈ�9�ﾉnﾉ*ﾃX�ﾃCR�岐阜県高等学校長協会会長 

牧　野　　　潔 弍)Xﾈ�8ｨ��ﾉ*ﾃr�岐阜県中学校長会会長 

近　藤　良　夫 弍)Xﾈ�8��Eｹ5i��*ﾃ��ﾃ���岐阜県小学校長会会長 

片　桐　　　孝 弍)Xﾈ�8ﾍﾉ-�*ﾃ�CS�5(�ｸ7ﾉ69���ﾃ��r�岐阜県私立中学高等学校協会会長 

二　俣　　　潔 弍)Xﾈ�8ﾞｸ�##Sc8�ﾃC��岐阜県公民館連合会会長 

篠　田　　　薫 弍)Xﾈ�8ﾄ冢ﾉ�ﾃ��ﾃ���かぐや第三幼稚園副園長 

2．予　　　算
当初予算額（単位　千円）

区分 仞iZｨ��������D�7��傴ｩ��S吋�7��昭和59年度 傴ｩ��c�D�7��昭和61年度 

歳 入 僣���Z���ｭ���諄��w���{������3�#2�9，14‾0 祷�3ccB�9，530 

諸　　　収　　　　入 �281 �3���319 �3���

合　　　　計 �11，304 祷�3CC��9，983 祷�3�3��

歳 出 僣隰r�運　　営　　費 �#h�3sCR�25，026 �#h�3S���30，453 

理 物運 営 倡ｸ���ﾘ��ｬx��yﾘ��N��80，068 塔h�3��2�81，761 塔8�3c���

博物館協議会費 �#ィ�284 �#ィ�308 

館費 佗b�107，097 �����3S�2�108，553 ���H�33s��

博 物 ��ﾘ���ﾘ��5x��麌��N��19，729 ��X�3�s��23，279 �3x�33s��
特　別　展　示　費 塗�3S���7，000 度�3����10，000 

館 倬�{�ｸ�ｬyyﾙN��1，300 ���33���1，300 ���3鼎��

事 仆8孜X�ｷ乖�:餒��2，300 �(�33���2，400 �(�3C���

業 費 �+(��ﾛ���ﾊH��ｸh��N��600 田���600 田���

計 �3��3C#��26，279 �3H�3Ss��52，319 

合　　　　計 �137，526 ��3x�3s�"�143，132 ��ch�3cヲ�
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3．事　業　計　画

展　示　活　動

期　　　間 偃X������,�������5x������麌������>�������vR�

常　　　　　　設　　　　　　展 �1階自然展示室は郷土の自然、2階人文展示室は、郷土のあゆみと美術工芸を展示。 
刀剣コーナーは年4回展示替え。 

（特別展）　徳山の四季とくらし 滴����,#8�ﾃh�繧�ダム建設により湖底に沈もうとしている徳山村の自然と人々のくらしを紹介 
（　′′　）　奥飛騨の自然 度��438�ﾃ����R�笠ケ岳連峰を中心に奥飛騨の自然を総合的に紹介 

（〃　）　ふるさとの祭り ����繹�ﾃ�����霑3B�10周年記念展として、ふるさとに伝わるさまざまな祭りを紹介 

（資料紹介展）山の道具←焼き畑－ 滅X���h�ﾃ(����i県内に残る焼き畑の道具を中心に、山のくらしを紹介 
（　　　　）岐阜県のシダ植物 �(�紿�ﾃH�絣�岐阜県内に生育しているさまざまなシダ植物を紹介 

移　　　動　　　展 �����#h�ﾃ����2�古川町立図書館 ��+YwIUygｸ��Hﾙ�ｹUygｸ�����,�,x,X-8.�+8,h,ﾉ��Z�,i:饂��
11／5－11／16 �ｩ�9*ﾉ_H耳ﾘx�)�Xﾖﾈﾌ8ｭ��を紹介。 

i 期　日i対　象i定員 劔>���������������������������������������vR�

講　　演　　会 店��2������������紊b�∴∴l ��S���「わたしの徳I山　　写真集「故郷」の著者増山たづ子氏 「奥飛騨のIl」々を語る」　山岳写真家・山小屋経営者小池潜氏 「岐阜県の祭り」　岐阜大学助教授伊東久之氏 

i i i 博物館寸 店�絣�#S������x48�v�����#3��3�������B�一般 一般固定 小学生以上 一般 ‾般固定i 親 小学牛以上し l l i i i l i 鼎������3��C��C��3��S������������������3��3��ふるさとの人シリーズ①自由民権運動家小池勇 「徳Iii村の民具」日本民具学会会員脇田雅彦氏 やさしい植物学の入門講座田植物の世界 弥生時代のくらし ふるさとの人シリーズ②近代史学の確立者津田左右吉 やさしい植物学の入門講座の植物の分類 1小中学生をもつ親の科学教室（夏休みの研究についてのアドバイス） 慌講書書謹宝）」昆虫分布研究会西田真也氏 笠ケ岳の自然シリーズ〔31動物 笠ケ岳の自然シリーズ的昆虫 やさしい植物学の入門講座田岐阜県の植物社会 古生代の化石（フリズナ化石の観察） 

1　21 　　23 �ｨ��L｢�抦ｧy�h決�2�40 100 俾��X,i}i(b��X-8.�+8,h,ﾉ�Y&�/�,(*ﾘ.舒)���h����ｯ)Xﾈﾔ鮎hﾘ(ﾕｨｻ9:ｨｧﾘﾋIdiu倩��

i∴∴ 119 11／2 9 16 �ｩLｨx�ﾌY.�����hﾚ2�������30 30 100 40 40 100 俑�(隰��,ﾈ*�.�+X.ｸ+2�.(+8+X*)��Z逢x,ﾉ?ﾉnXﾗXﾜ�69��Z握��,ﾈ*�.�+X.ｸ+2��X*ﾘ.x+X,ﾉ(h,ﾉ��Z��h鯖Fy��Z位Hｸh��+x鯖Fx自u倩��-8.�+8,h,ﾉ�ﾈ5h8ｨ�ｸ5�)�ﾈｭH芥,ﾈﾅ囘�ｧx�)g�nﾈ��爾��)�X槓��Oﾈ�)[h嶌ﾞ�/�荿.��ﾘ駟+y>�m瑛韋��

14／亮Oi小学生以上l 　271 �30　百年公園の早春の花 30　番の昆虫（ギフチョウの生態） 

自　然　観　察　会 迄���塗���R��#���土kcr��3��∴ 小学生以上 i i �3��3��3��3���S��3��?｢�津供用の石ころしらべ ii諜繕籍監つつじ 

7／丞∴∴雪親　と　子　　401切り絵あそび 

13 冓 鼎��拓本をとろう 

し　　　8／47 �40 迄懆*�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�'ﾈﾝxﾔ��

親　子　教　室 ���#B��5h���縒�鼎��C��

版画あそび 
14 　21 1 ��40 40 �+X-�,�.ﾘ,8*ﾘ.��

凧づく　り 

民俗芸能実演 店�����一　般 i 亦�i関孫六太鼓 i金醐子（里親　中、方を、） 

10／／12 

19 11／3 � 迄ｻﾘ齎,ﾉ�靉ｸ娩蒻,(.��僞ｩ&茫(d畔��,���鯣)[hｧ������9*ﾈ�｢�

24 劍ｶ��Yw��佗免侭�ｨ�｢�

ふるさ　と探防 ����絣�一　　　般 鼎��ふるさとの自然を訪ねて（苗木地方の植物・鉱物） 
1レつ3 劍7�985(5(ﾝX.�/�dｸ,ｸ,H�儖ﾉEｨ�9�Yn�69����｢�

自然スタディ・ 　コーナー 俣(5�ﾈ�+��,h,�5x麒�h*b��?ﾈｭ倆"�白亜紀の植物化石（3・4月）、身の回りの烏（5・6月）、川原の植物（7・8月）、海 
でできる石（9・10月）、帰化動物（11・12月）、帰化植物（1・2月）、古牛代の化石（3・4月） 

ふるさと写真展 ��ﾃH���霑38�ﾃh�繧����繹�ﾃ������>�B�一　　　般 �?ﾈｭ倆"�慾謂競らし）一般公募作品展 

日　曜　映　写　会 滴����#8�ﾃh�繧�一　般上院 凵uふるさと徳山」16棚、VTR 7／／23－9／45 劍�Xｧﾘ5�ｧ�,ﾈ貶ｴx�h��5�8�486��

10／8－11／24 劍�X�H-8.�+8,h,ﾈﾝX.��c�h蛯�
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Ⅱ　昭和60年度のあゆみ

1．あゆみと日誌抄

当博物館は、県下唯一の総合博物館として10

年を経過した。60年10月には、入館者も待

望の100万人を突破し、その役割と使命はま

すます重要である。

岐阜県内の博物館あるいは博物館類似施設は、

全国各県に比べると多く、規模や機能は多種多

様であり、折角の施設を十分活かすことが必要

である。そのためには、博物館関係者の資質の

向上はもとより、博物館活動が広く認識され、

博物館を気軽に利用し、学習ができるよう、啓

発と、併せて展示の内容や催し物の企画を充実

して博物館を魅力のあるものにしなければなら

ない。

当館としては、博物館運営の基本方針〔1、

資料の充実整備、2、展示構成の充実、3、特

別展の質的向上、4、調査研究の推進、5．教

育普及活動の拡充〕に沿って本年度も鋭意努力

を重ねてきたところである。

特に常設展示資料のなかには、一部長い年月

の間に鮮度を喪失したものも見受けられ、展示

構成についても、現代に即応したものへと転換

をせまられていた。また、こうした状態は、当

館の利用状況にも大きな影響を及ぼしている。

このため、本年度は、自然展示室2を一部パ

ネル展示から立体的展示へ改装して魅力ある博

物館に整備充実をした。これは、コーナー別に

展示していた「県の木：イチイ、花：レンゲソ

ウ、鳥：ライチョウ」を県のシンボルとして一

階ロビーにジオラマ展示をし、またパネル展示

中心の「鳥獣の保護」コーナーの充実を図り、

さらに、入れ替え可能な展示として、新らたに

「ふるさとの昆虫」「．ふるさとの草や木」「ふ

るさとの魚」の3つのコーナーを設けた。

本年度の特別展は、「濃飛の縄文時代」「鉱

物の世界」「美濃の刀剣」である。春の「濃飛

の縄文時代」は、縄文時代の美濃と飛騨のくらし

を土器や石器などの出土品を中心に紹介したも

ー6－

ので、小学生の学習教材としても大いに役立ち、

国立民族学博物館の小山修三助教授の「縄文時

代の食生活」と題する講演も行った。夏の「鉱

物の世界」は、未来をひらく鉱物をサブテーマ

として鉱物の結晶標本、模型等を通してその特

徴や社会生活とのかかわりを紹介し、日本地学

研究会館益富寿之助館長を講師として講演会を

開催した。秋の「美濃の刀剣」は赤坂鍛冶、関

鍛冶の作品を中心に美濃伝の系譜を紹介し、地

元関市とのかかわりが深いので多くの人々が観

覧した。期間中には、日本美術刀剣保存協会の

加島進常務理事による講演を行った。

そのほか、資料紹介展は、冬には生息場所を

中心とした県内産魚類の展示とともに、魚法や

魚の方言などを紹介した「．ふるさとの魚」展を、

春には古式鉄砲（火縄銃）の歴史的意義と美術

工芸品としての価値を紹介した「古式鉄砲」展

を開催した。これらは、当館職員による手づく

り資料展である。なお古式鉄砲展の期間には、

火縄銃の実演が百年公園で行われた。

調査研究は、笠ケ岳の自然調査と、信仰と民

俗芸能との相関関係調査を実施した。61年3

月には、こうした事業に伴うものや、学芸主事

の研究結果をまとめた「岐阜県博物館調査研究

報告書」第7号を発行した。

教育普及活動として、移動展「ふるさとの植

物とほ乳動物」を海津町中央公民館と岩村町公

民館で開催した。そのほか根尾村の昆虫と植物

を調べた自然観察会や、長良川沿いの地質めぐ

り、また関市の刀匠、研師を訪ねた移動教室を

館外で実施し多数の参加者があった。館内では、

自然、人文の博物館教室や、切り絵、竹細工、

版画あそび、しめなわづくり等の親子教室を開

いた。こうした事業の参加者を増やしながら、

博物館活動の活性化へと結びつけていくことが

肝要であり、また課題でもあるので普及活動の

啓発に努力した。

資料は、60年度末現在46，042点であり

良好な保存に努めた。



最後に、本年度の入館者数は　79，537人

（小中高大生54％、団体39％）であり、こ

のうち特別展期間中の入館者は、56，593人

（総入館者の71％）であった。

日　誌　抄

人事異動

退職　館　　長　　　　　　　関谷美智男

主幹兼総務課長　　　　西村　義郎

転出　学芸部長　　　　　　　川崎　立夫

主任学芸主事開自然係長富田　保男

人文係長　　　　　　　増田　義明

教育普及係長　　　　　中島　良太

主任学芸主事　　　　　笠原　芳雄

主　　事　　　　　　　早川　つな

転入　館　　長　　　　　　　廣田　照夫

学芸部長　　　　　　　山田　康夫

総務課長　　　　　　　海老澤吉郎

主任学芸主事関自然係長中野　敬一

主任学芸主事関人文係長大前　匡昭

教育普及係長　　　　　石田　　興

学芸主事　　　　　　　国光　正宏

主　　任　　　　　　　山口　弘子

新任　業務嘱託員　　　　　　古田　佳子

4．1「博物館だより」第26号発行

17　法華経寄贈（永保寺）にかかる感謝状

贈呈

23　特別展「濃飛の縄文時代」開幕

（6月9日まで）

24　移動展「ふるさとの植物とほ乳動物」

（海津町中央公民館　5月9日まで）

28　自然観察教室「百年公園の植物しらべ」

5．5　民俗芸能実演「関孫六太鼓」

「わらべ歌と民謡」

8　「走る県政バス」来館

9　岐阜県博物館協会総会

10　四館連絡会議

12　講演会「縄文時代の食生活」

”　岐阜県博物館協会セミナー

〃　岐阜県博物館友の会総会

19　自然観察教室「百年公園の昆虫しらべ」

20　全館害虫駆除消毒

26　人文教室「アフリカ旧石器時代の文化」

6．2　親子考古教室「縄文時代のまつり」

4　オーストラリア交換留学生来館

6　福岡市教育委員会文化課職員来館

9　歴史教室「岐阜県の人物　永田佐吉」

16　岐阜県博物館友の会西濃の寺社めぐり

23　自然教室「濃飛平野のおいたちをさぐ

る」

7．1「博物館だより」第27号発行

〃　「岐阜県博物館報」第8号発行

7　親子手づくり教室「切り絵」

10　夏休み研究相談室開設（7月25日ま

で）

14　自然観察教室「植物画を楽しもう」

特別展「鉱物の世界」開幕

（9月8日まで）

24　岐阜県博物館協議会

2728　自然観察会「根尾村の自然観察」

31「走る県政バス」来館

8．9　移動展「，ふるさとの植物とほ乳動物」

（岩村町公民館　8月22日まで）

〃　東海北陸県議会事務局長会議一行来館

11講演会「石の話」

12　全館害虫駆除消毒

18　親子考古教室「火おこし器をつくろう」

19　岐阜県教育委員来館

20　岐阜県博物館協会セミナー

23　兵庫県博物館職員来館

”　中部圏開発整備地方協議会一行来館

25　親子手づくり教室「竹細工」

”　夏休み研究相談室開設（8月30日ま

で）

9．22　自然観察教室「百年公園の昆虫しらべ」

23　岐阜県博物館友の会中濃の自然めぐり

－7－



9、25　九州地区開発推進協議会一行来館

27　全国高校生物研究会一行来館

29　歴史教室「岐阜県の人物　浅見与一右

衛門」

30　業務嘱託員蔦木伸子退職

10．1　業務嘱託員池村清美新任

〃　ふるさと写真展「ふるさとの自然」

（12月1日まで）

”「博物館だより」第28号発行

6　自然移動教室「長良川沿いの自然を訪

ねて」

8　特別展「美濃の刀剣」開幕

（11月24日まで）

13　自然教室「サルの来た道」

15　アジア諸国社会福祉専門家研修生来館

〃　鹿児島県歴史資料センター黎明館職員

来館

20　民俗芸能実演「関孫六太鼓」

24．25　三県博物館協会交流研究会

25　鹿児島県教育庁主幹来館

30　東海北陸ブロック教育委員協議会一行

来館
〃　日本観光協会事業課長来館

31入館者100万人目記念品贈呈

簡翻 上 告 l ／慈 盛塗潰888畷 �ｨｹ8篠�

一∴∴ 

∴∴ 凵� 

11．3　人文移動教室「刀匠、研師を訪ねて」

10　講演会「美濃の刀剣」

”　岐阜県博物館友の会臨時総会

17　自然教室「花の話」

”　岐阜県博物館協会セミナー

23　中国永住帰国者懇談会一行来館

24　自然観察教室「身のまわりの薬草」

11．24　人文教室「江戸時代の　＿業」

29　愛知県南知多教育委員会一行来館

12．1　親子手づくり教室「版画あそび」

4　鳥羽水族館職員来館

8　歴史教室「岐阜県の人物　西脇秀挺」

15　親子手づくり教室「しめなわづくり」

〃　資料紹介展「ふるさとの魚」

（61年2月11日まで）

19　栃木県立博物館管理部長来館

20　自然展示室2の整備完了

23　全館害虫駆除消毒

61年

1．7　三重県立美術館長来館

16　福井県立博物館副館長来館

22　中国成都電訊工程学院副学長一行来館

30　全館消防訓練

2．4　岐阜県博物館協会セミナー

13　県内産貝類標本寄贈（東山　照）への

感謝状贈呈

21岐阜県博物館協議会

27　神奈川県立博物館学芸部長来館

28　業務嘱託員各務章子退職

3．1北九州市自然史博物館副館長来館

2　資料紹介展「古式鉄砲」

（4月6日まで）

6　新潟県自然科学館主任展示専門員来館

9　民俗芸能実演「古式鉄砲（火縄銃）」

10　鹿児島県黎明館館長来館

13　和歌山県立自然博物館学芸課長来館

17　全館害虫駆除消毒

23　岩手県立博物館職員来館

31「岐阜県博物館調査研究報告」第7号

発行
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2．入館状況

今年度は、入館者総数79，537人、前年度

とほぼ同じであった。

また、開館日数は301日であり、1日平均

の入館者は264人であった。

月別の入館状況は下表のとおりであり、春期

の4月と5月、秋期の10月と11月の4か月

で全体の約61％を占めている。

また、1日の入館者が多い日は4月から5月

にかけてのゴールデンウィークに集中し、特に

5月5日には1，923人を数えた。

なお、10月31日には開館以来100万人

を突破している。

（1）博物館入館者数

団体入館者をみると、337団体、31，124

人で年間総数の約39％にのぼり、月別では10

月が最も多く、団体入館者総数の約33％を占

めている。

さらにこれを県内、県外別にみると、県内が

244団体、19，596人で全体の約63％を

占め、県外では愛知県が圧倒的に多く、87団

体、11，118人で全体の約36％を占めてい

る。

特別展の入館状況については、通算開催日数

は132日、入館者数は56，593人であり、

1日平均429人であった。これを入館者総数

からみると約71％にのぼり、特別展への関心

の高さがうかがえる。

月　別 傅ﾈ��(h���b�高　大　生 �ｨ����L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�1日平均 

4　月 �8�3#si�ﾂ�792人 �8�3SCI�ﾂ�7，612人 �#i?｢�293人 

5　月 塗�3S�2�2，853 店�33湯�14，845 �#r�550 

6　月 ���33S"�302 �8�3�sR�4，729 �#b�182 

7　月 ���3#s2�184 ���3塔B�3，441 �#b�132 

8　月 �(�3sC2�300 �8�3CC��6，483 �#r�240 

9　月 �(�33���440 �(�3�#"�5，653 �#R�226 

10月 ����33CB�1，139 滴�3c3b�16，119 �#b�620 

11月 店�3��b�159 滴�3ssR�10，050 �#b�387 

12月 �#澱�45 都3b�1，077 �#"�49 

1月 都3��64 ���3S���2，382 �#"�108 

2　月 鉄c��94 ���3cCr�2，301 �#2�100 

3　月 ���3S�2�165 �8�3�cr�4，845 �#R�194 

合計 �3h�3�迭�6，537 �3h�3��R�79，537 �3���264 

（2）特別展期間中の入館者数

特　別　展　名 弍ｨ������ｭB�小　中生 俘)�Y�b�一　　般 佗b�

濃飛の縄文時代 田��CH�C#8�ﾃc��Ch�C��9，475人 �8�3S3y�ﾂ�8，524人 �#��3S3i�ﾂ�

鉱物の世界 田��Cx�C�h�ﾃc��C��C��4，246 鼎c��5，553 ����3#cr�

美濃の刀剣 田��C���C��ﾃc��C���C#B�14，752 ���3#cr�8，771 �#H�3s���

合　　　　　　　　　　計 �28，473 店�3#s"�22，848 鉄h�3S�2�

ー9－



3．常　設　展

（1）刀剣コーナー
当館では、人文展示室Ⅱに刀剣コーナーを設け、美濃の刀剣を中心に

展示している。ご来館いただく皆様により多くの作品をみていただけ

るよう年4回の展示替えを行っている。昭和60年度の年間展示資料は

下記の通りである。

第　　1　　期 ��h����(����ｯ｢�第　3　期 ��h����H����ｯ｢�

4月23日～8月11日 嶋ﾈ��9?ｨ��佇�#9?｢�10月8日～11月24日 ��(ﾈ�9?ｨ��Hﾈ�#�?｢�

刀　　無銘志津 �8�����k9l�ｼｩ,2�特別展「美濃の刀 �8�����k9l�e�,2�

刀　　無銘直江志津 �8�����k9l�+ﾈﾕﾘ躡,2�剣」として公開。 �8�����k9l�+ﾈﾕﾘ躡,2�

刀　　銘濃州赤坂住兼元 �%ｩ8���l�ﾉ9+ﾂ�展示資料一覧は、 ���8���l�ﾉ8ﾏR�

脇指　銘和泉守兼定 ���8���l�ﾉ8ﾏR�P16を参照。 �8�����l�ﾉ8ｮ��

短刀　銘兼房 �8�����l�Eｨ�)�Hﾞ(�ﾉ8ﾋ2��8�����l�Eｨ�)�Hﾞ(�ﾉ8ﾋ2�

刀　　銘兼先 刎X輾��l����(荿ﾉ9.��刎X輾��l����(荿ﾉ9.��

槍　　銘相模守藤原政常 �%ｩ8���l�Eｨ�(ｭh�ﾉ9eｲ���H����l��ｩlﾘ菇:�ﾋI�ﾘ�ﾒ�

太刀　銘長谷部国信 刎X輾��l�$�x荿ｶy;�����8���l�+y$ｩYHﾙ��ﾒ�

（2）スタディ・コーナー

動物・植物・地学の各分野毎に輪番で、学芸

活動のさゝやかな発表の場として、手づくりの

ミニ資料紹介展の意味をも含めて、小さなテー

マを設定し館蔵収集資料を紹介する。

「ふるさとの第3紀」…………………3－4月

現在のほ乳動物の祖先が活動した時代につ

いて、郷土産の各種化石によりその特徴を

紹介。

「ニホンカモシカ」……………………5－6月

現在問題となっているカモシカの剥製・骨

格標本及び内臓の液浸標本、血管標本など

主として体内の構造を実物で紹介。

「ブナ林の世界」………………………7－8月

日本を代表する夏緑樹林ブナ林、日本海側

の特徴をもつ岐阜県のブナ林に生育する植

物の代表種を標本で紹介。

「海でできた石」……・・・・………・……・9－10月

海でできた石のうち　〝その1〝　として石灰

岩を取り上げ、そのでき方、化石を含む石

灰岩、石灰岩の利用について紹介。

－10－

「ほ乳動物の休のつくり」・・・…・……‥11－12月

ほ乳動物の頭骨を中心として、全身骨格や

剥製標本を展示し、ほ乳動物のからだのつ

くりのちがいを紹介。

「照葉樹林の世界」・・…………………・1－2月

金華山・鶴形山で代表される照葉樹林、樹

林を構成するツブラジイをはじめ常緑樹を

中心に標本と写真で紹介。

「白亜紀の植物化石」・・・・……………‥3－4月

中生代後半に岐阜県北部が湖であった頃の

代表的な植物化石（大野郡荘川村尾上郷の

手取植物化石）を紹介。



（3）自然展示室2の整備充実

開館以来10年を経過し、時代に即応した展示

とするため、昭和60年度は「自然展示室2」の
一部を整備充実した。

新展示資料は、その殆んどが学芸職員等によ

る採集、同好者による寄贈によって収集された

ものである。

旧コーナー名 ��h5(�ｸ6��ｹkﾂ�

県の木イチイ 侈x,ﾈ5h987ｸ8ｲ�

県の花レンゲソウ �+偬(,ﾉ]ｸﾎﾂ�

県民の烏ライチョウ �-8.�+8,h,ﾈﾚ�(��

鳥獣の保護 �-8.�+8,h,ﾉ��.)m��

雪と生活 �-8.�+8,h,ﾈｹｲ�

∴∴ ∴ ∴ ／譲／ ∴∴ 「∴ ��∴ 泳、＼ �-H���齏ﾙ�ﾉﾂ�

： ∴∴ 、＼／壱悠 ∴∴ 

I　「県のシンボル」コーナー

県の木イチイは木幹標本と一位一刀彫、県の

烏ライチョウは夏羽・冬羽等の剥製標本と巣・

卵など、県の花レンゲソウは複製標本。

∴∴一一一一∴　　　　　∴i－ 

「∴ ��h�����耳���X����� ��繋∴染∴∴∴　霊鳥∴十／ふi＼義 

∴∴∴∴ ∴∴ � ��H������� �� 

∵∴ ������X�b���������� 凵�u∴SSSg看 灘＼）／）／＼＼＼＼／ ∴∴∴　　　　　「事案葛葛葛 ∴ 劔劔凵_田i／／ 

Ⅱ　「鳥獣の保穫」

「野生動物と保護」（キツネ・テン・ノウサ

ギ）のジオラマ、「烏の役割」は草や木と烏や

虫の関係、「ふるさとの野鳥」20羽の剥製標本。

Ⅲ　「ふるさとの昆虫」

昆虫の系統、県内産昆虫地図（標本）、高山・

森林・草原・人里の各々に生息するチョウ、昆

虫テーマ展示（現在は「岐阜県のガ」）。

＿瞥／ 特高坪「∴∴∴丞評議 ．∴∴「∴ ��h������������������r��引9zh�����h����ﾘ���頽B�ﾋ��謁X�H���H4(��� ��

§ 仗估��h��8�� 

Ⅳ　「ふるさとの葦や木」

人里の植物、山を登る人里植物、タンポポの

ふしぎ、スミレを知っていますかの4テーマ。

スミレはその6種を複製標本による展示。

∴∴ 

∴∴ ����������衰㌻＼／／ 

営＼慾 　∴ 一∴：－∴∴一 劍ﾄHﾉﾉ�HｴYD｢�耳ﾋ��h�i|因���ｸ倩ｶ8暮KB��������

∴∴∴　　　∴∴ 乂ｹ��Y~ﾒ���三 ��

Ⅴ　「ふるさとの魚」

県内産魚類の剥製標本による分類展示。液浸

標本によるテーマ展示（現在は帰化魚）。水槽

には、身近かな淡水産の魚を数種類生体展示。
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4．特　別　展

（1）緩飛の縄文時代

4月23日（火）～6月9日（日）

縄文時代の人々は、狩猟や漁擬、なかでも植

物性食料の採集に生活の基盤を得ており、その

暮らしは、変化に富んだ日本列島の自然に大き

く影響されていた。

岐阜県は日本列島を二分する植物の水平分布、

すなわち落葉広葉働林帯および常緑針葉樹林帯

（東）と照葉樹林帯（西）との接点をなす地域

であり、その自然環境の多様性が、県内縄文文

化の特色を決定づけていたといえる。

今回の特別展では、以上の点に注目し、県内

各地の縄文考古資料を展示し、この時代の人々

の生活の具体像に迫ると同時に、美濃・飛騨を

はじめとするそれぞれの地域の特色の一端を紹

介し、現代の地域性が、古く縄文の時代にまで

遡行しうることを明らかにするものである。

展示構成の概要

展示は、「縄文時代以前のくらし」を導入部

分とし、第1「土器を使うくらし」第2「ムラ

の形成」第3「呪術のなかで」第4「くらしの

道具」第5「〝まつり〝の道具」、そして特別

コーナーとして「岐阜県考古学の先達一二木長

暁の収集品－」を設け、考古資料を中心に、県

内縄文文化の全体像を把握できるようにした。

「縄文時代以前のくらし」では、赤土坂遺跡

から出土したナイフ形石器をはじめとして、県

下で発見された代表的な旧石器を展示した。

「土器を使うくらし」では、縄文時代草創期・

早期・前期にあたる椛の湖遺跡や下幕岩岩陰・

根方岩陰追跡などから出土した土器、石器、人

骨などを展示し、縄文時代の始まりと、その時

期の人々の生活の一端を紹介した。

「ムラの形成」では、①「海辺のくらし」、

②「平地のくらし」、（D「山地のくらし」のパ
ートに分け、①では県下では貴重な庭田貝塚出

土資料、②では炉畑遺跡などから出土した資料、

③では、峰一合追跡をはじめとして、飛騨地方

から出土した資料を展示した。このコーナーに

－12－

展示した資料は、縄文前期から中期のものであ

り、生活用具も豊かになり、ムラの規模も拡大

したことを示している。また現在よりも温暖で

あったこの時期の気候が、豊富な堅果類や動物

に恵まれた「山地のくらし」を充実させたこと

を物語っている。

「呪術のなかで」では、中村遺跡や北裏遺跡

から出土した縄文後期から晩期の資料を展示し

た。土偶や独鈷石など「まつりの道具」の種類

や量が多くなるこの時期は、前・中期の恵まれ

た自然環境から厳しい自然環境への移行を反映

している。

「くらしの道具」では、「狩猟具」「工具」

「調理具」「木製品」のパートに分け、県内各

地から出土した尖頭器、石鐙、石錘、石斧、石

匙、石皿などを年代の流れの中に位置づけて展

示した。

「〝まつり〝の道具」では、県内各地から出

土した土偶・吊手土器・石棒・石刀・石剣・石

冠・御物石器など、日常の生活用具ではなく、

精神的な意味を有して作られたと思われる資料

を展示した。これらを通して、縄文人の心の一

端にふれることができる。

「岐阜県考古学の先達一一一二木長噺の収集品
－」では、江戸時代の飛騨高山の酒造家二木

長石衛門（号は長噺）が収集し、現在も二木家

に保存されている有舌尖頭器・独鈷石・石冠・

多頭石斧など、貴重な石器類や長暁による模写

図（『神代右図』など）を特別に展示した。

関連事業

1．講演会　5月12日（日）

演題　　「縄文時代の食生活」

講師　　国立民族学博物館助教授

小山修三氏

縄文人は何を食べていたか、考古学的

知見にとどまらず、『斐太後風土記』な

どが援用され、多角的な視点から縄文人

の食生活の実際が浮き彫りにされた。

2．人文教室　5月26日（日）

演題　　「アフリカ旧石器時代の人類

と文化」

講師　　信州大学教授　大参義一氏
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「山地のくらし」の展示コーナー

「山地のくらし」　　　「まつりの道具」

（2）「鉱物の世界」

7月16日（火）～9月8日（日）

私たちの祖先は、古くから岩石や鉱物をじょ

うずに利用し、生活を豊かにするとともに、文

化を発展させてきた。今、身のまわりに目を向

けてみると、鉛筆から人工衛星にいたるまで、

ことごとく鉱物の恩恵を受けている。

岐阜県は、全国的にみても重要な鉱物産地で

ある。日本で最大の亜鉛・鉛を産出している神

岡鉱山やウラン鉱産出の東涯鉱山、ドロマイト

やケイカイ石の産出で有名な春日鉱山がある。

また、苗木地方は、トバズの美しい結晶やめず

らしい鉱物が数多く産出するということで、日

本第一級の鉱物産地といわれている。

この特別展では、国内外の貴重な数々の結晶

標本と、未来をつくる鉱物として、ファインセ

ラミックを紹介し、鉱物について改めて認識し、

かつ、岐阜県が果たしている役割を考え、さらに

は、未来に対応する新しい鉱物について、理解

できるよう配慮した。

「くらしの道具」の展示コーナー

「まつりの道具」　　　二木長噺収集品

展示のねらい

美しい結晶標本を通して、鉱物の性質や種類

について紹介する。また、未来をつくる鉱物と

して、ファインセラミックのすぐれた特徴につ

いて紹介する。

（1）鉱物の性質について

（2）いろいろな鉱物について

（3）ふるさとの鉱物について

（4）未来をつくる鉱物として、ファインセラ

ミックについて

∴：∴ 言上 尊＼ � ������

∴十十：子∴ 凵^ ��������������

、＼＼、霊 ����顋8�霓X閇zb�� 
＼ �� ��h�����繊　細宰 凵��@∴ ��

／…i）／＼襲鶉顎 ���9����：ふ∴∴∴ � 

∴∵∴ 凵��� ���)�顋�ﾙ�dI���

特別展〝鉱物の世界〃開幕式
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展示構成の概要

◎鉱物とは一・岩石は鉱物の集まり、・鉱物の

性質（結晶系、同質異像、鉱物の色、へキ開、

条痕色、頭皮）。

◎いろいろな鉱物一・化学組成による分類（元

素鉱物・硫化鉱物・ケイサン塩鉱物など）。

◎ふるさとの鉱物一・岐阜県の主な鉱産地と、

主な鉱物（神岡鉱山、苗木地方など）。

◎未来をつくる鉱物一・石器から金属の使用へ、

・鉱物の利用、・ファインセラミック（人工

単結晶の鉱物、人工多結晶の鉱物）。

展示資料の概数

岐阜県産鉱物　　　　　　　　　　　60点

国内産鉱物（県内産を除く）　120点

国外産鉱物　　　　　　　　　　　　90点

ファインセラミック　　　　　　　10セット

写真・図表　　　　　　　　　　約40点

関連教育普及事業

○講演会　期日　8月11日（日）

講師　日本地学研究会館館長　益喜寿之助氏

演題　　〝石のはなし〝

参加者　103名

講演内容は、石と人とのであい、石のなり

たち、石のしらべ方、石のいろいろであった。

先生をはじめ、苗木地方の鉱物研究で有名

な長島乙吉氏、日本の鉱物の化学分析での第
一人者である木村健二郎氏と石とのであいか

らはじまり、根尾の菊花石についての先生の

最近の研究成果について、地質図やスライド

を使用しての3時間におよぶ講演であった。

先生は、84才という年令で、しかも3年

前にガンの手術をしておられるのに、今でも

原色岩石図鑑の執筆や鉱物・岩石の採集に出

かけておられるとのこと、講演の内容やその

真撃な姿ともあわせ、強く感銘をうけた。
○リーフレットおよび絵ハガキ配布

入館者の方々には、手引きとして、絵ハガ

キとリーフレットを配布し、鉱物についての

理解に役立てていただくよう留意した。
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展示資料出品協力者（アイウエオ順・敬称略）

伊　藤　洋　輔　灰重石など

大　竹　碍子　K K　人工雲母

県教育セ　ンタ　ー　自然銅など

京　セ　ラ　K K　ファインセラミック製品など

櫻　井　欽　一　自然金など

地　質　調　査　所　自然銀など

東京　窯業　K K　ニューセラミック製品など

苗　木　公　民　鋳　金雲母など

中　　尾　　潮　　忍　トバズなど

日　本　特殊陶業　ニューセラミック製品など

益　喜　寿　之　助　ダイヤモンドなど

三井金属神岡鉱業所　磁硫鉄鉱など

′鉱物とは．展示コーナー

縫 

′ふるさとの鉱物′展示コーナー

∴∴∴ ����������������ｩe�����h�������������茜ｸ�h���h爾� 

∴∴∴：∴∴‾∴∴：∴ 

、／譲／母響藍 
〟未来をつくる鉱物〝展示コーナー



美濃の刀剣
10月8日（火）～11月24日（日）

美濃伝は、鎌倉末期に正宗十哲の一人、三郎

兼氏が、大和から志津（南濃町志津）の地に移

り住み、忘津派をおこしたことにはじまり、直

江（養老町直江）・赤坂・関と鍛刀地を移しな

がらも、美濃の地の利と南北朝の内乱や戦国乱

世という旺盛な刀剣需要の波に乗って隆盛を極

めた。

こうした美濃伝の完成、発展の経緯の中で作

りだされた刀剣は数多くある。しかし、これま

で美濃伝といわれる刀剣を少数ずつ集めて紹介

することはあっても、系統的に多数を集め一堂

に紹介することはなかった。

そこで、本展では、美濃伝の系譜を、志津鍛

冶、直江志津鍛冶、関鍛冶に焦点をあてながら

たどり、また、美濃から他国へ出て活躍した刀

工たちも含め、彼らが作りだした名刀を紹介す

ることによって、郷土の伝統工芸によりいっそ

うの関心をもっていただくことを願った。

尚、今回、美濃伝の系譜を知る上でポイント

となる名刀の数々をお借りすることができたの

は、日本美術刀剣保存協会のこ‘協力によるもの

であり、ここに感謝申し上げる。

〈展示内容〉

第I部　美濃鍛冶の歴史コーナー

美濃鍛冶の歴史や美濃の刀剣の特色を、資

料・パネル・写真などで紹介した。

1．創業期の美濃鍛冶

2．美濃鍛冶の中心・関へ移る。

3．美濃鍛冶の全盛期

4．新刀期の美濃鍛冶

5．美濃鍛冶の鍛法

第Ⅱ部　名刀のコーナー

1．創業期の作品

鎌倉末期から南北朝時代に美濃の刀剣の基

礎を築いた鍛冶の作品を中心に紹介。

2．隆盛期の作品

室町中期から末期の美濃伝全盛期の代表工

の作品を紹介。

3．他国へ出て活躍した刀工の作品

京へ出て三品派を開いた兼道（大道）とそ

の子や尾張三作といわれた政常、氏房、信

高など、他国で名をあげた刀工の作品を紹

介。

第Ⅲ部　刀装具・美濃彫のコーナー

古くから美濃の地で作られた「美濃彫」と

呼ばれる刀装小道具－鐸・小柄・目貫・

縁頭・第－などを紹介。

〈関連教育普及事業〉

1．講演会

・期日11月10日（日）

・演題　「美濃の刀剣」

・講師　日本美術刀剣保存協会

常務理事　加島　進氏

2．人文移動教室

・期日11月3日（日）

・刀匠、研師さんの仕事場や美濃鍛冶ゆかり

の寺社を訪ねた。

3．図録「美濃の刀剣」の発行

B5版　66ページ　　900部

∴ 　∴ 壁画書画艶聞醗 
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展　示　品　目　録

〈注〉　★重文　　◎重美　　○特別重要刀剣　　○重要刀剣

第I部　美濃鍛冶の歴史資料コーナー　　　　　　　　　　　　　　△貴重小道具　　◇県指定　　◆市指定

番号 倡y.��資　　　　　　料　　　　　　名 儁Hﾘb�指定 倬�������������{�������������kﾂ�

1 ��磨刀石銘（軸装） ��b� ��ﾙ+x逸�8�8�俯)�X�｢�

2 ��信長朱印状（折紙・複写） ��r� 亊i&)n��刋�kﾈ���ﾉgｸ�｢�

3 ��土岐頼清画像（軸装） ���� 佶8�8ﾆ��ﾘ�亂ｨ���｢�

4 ����太刀　銘　守口 ���� 佰ｹ��H���ﾈ鑄�｢�

5 ����槍　銘　千手院作 �#�� 亊i&)n�(xｭH靖/x耳腥���ﾉgｸ�｢�

6 ��関鍛冶累代之系図（複写） �#�� �8���ｬYL(�假��ｹ:�ﾋHﾉ9;H�｢�

7 ��関鍛冶七流之事（折本） �#"� ���=驂y:�ﾋHﾉ8ﾆ��｢�

8 ��神事能、席次の図（巻子） �#2� ��假��ｹ:�ﾋHﾉ8鵁�｢�

9 ��｢�能装束、狩衣（花鳥文銀棚） �#B� ��亊i:�ﾋHﾉ8ｶx�｢�

10 ����能面（白色尉・若い女） �#R� ��H��l����ｩlﾘ菇:�ﾋI�ﾘ�ﾒ�

11 ��関市下有知・重竹遺跡出土品　36点 ���#b� �8�ﾉY�ｸﾞﾈﾔ�/h��{���ｨ��｢�

12 ��火　縄　銃 �#r� �8�ﾉY&)�(,ﾉ;仞���ｨ��｢�

13 ����"�l茶糸威最上胴丸 �#�� �8�ﾉY&)�)�ﾈ帽��ｨ��｢�

14 ��関ケ原合戦絵図（屍風） �#�� 侈H*ﾈ,ﾉ;仞���ｨ��｢�

15 ��刀　銘　兼基 �� ��

第Ⅱ部　名刀のコーナー

番号 倡y.��種類 冤��番号 倡y.��種類 冤��

1 ��ﾒ�太刀 冤���ﾉ8���仞��ｸｭ��ｨ鉑[ﾙy閲)w�Eb�18 ��ﾒ�刀 冤�����.X�俘h�X耳ﾙ���.X�｢�

2 ��｢�太刀 冤���ﾉ8���19 ��ｲ�脇指 冤���Eｨ�(ｭh��Y;俥ﾈ��5i�8�JｩD靉ﾈﾈ�?｢�

3 ��｢�短刀 偃冤�躡,8ﾏY;���H咥�｢����冖ﾉZ��X朱wH躡,8�｢�20 ����刀 冤���Eｨ�(ｭh�ﾉ8�8��[i�ﾍﾉD頷ﾉ?�ﾈ雜y?｢�

21 ��大身 槍 冤�ﾉ8�ﾞﾂ��偃傚��ｨ��:��I�9�x�ｪ)}���vﾈﾎI�R�����Ei��H鰮Eb�

4 ��ﾒ�短刀 冤���ﾉ8���仞��ｹ��ｨ扎ﾆ�ﾊ��

5 ��ｲ�刀 冖9l���躡,2�

6 ��ﾒ�短刀 冤���ﾉ9tb�22 ��薙刀 冤��ﾉ8ｶxﾍﾉ�8ﾉ9�h蕀�8ﾞﾂ���5i[iJｩD頷ﾈﾈ雜y?｢�

7 ��刀 冖9l���+ﾈﾕﾘ躡,2�

8 ��ｲ�短刀 冤���ｾ����?��8�｢�23 ����刀 冤���Eｨ�(ｭh�ﾉ9eｸﾞﾈ��憖�ｨｹ鞴���

（附）黒漆菊桐唐草紋金具小サ刀拾 劔（切付銘）奉寄進熱田大神宮兼房作 　永禄十一年二月吉日 

9 ���脇指 冤���葎�)D8ﾙ�ﾗ8��.X��賈D頷ﾈﾈ�?｢�

10 ��短刀 冤���Eｨ�(�ﾉ8ｶx��呵迄�D飩ｨﾈ�?｢�24 ��ｲ�大身槍 冤���Hﾈﾘ�菇:�ﾋI�ﾘﾘ"�

11 ��太刀 冤���ﾉ9�R�25 ��ﾒ�短刀 冤����ｩlﾘ菇:�ﾋI�ﾘ�ﾒ�

12 ��ﾒ�刀 冤���ﾉ8ﾋ8�俘h�Y�)m伊8ﾋ8�｢�26 ��ｲ�刀 冤���O)�ｸ菇:�ﾋI*��)j�xﾞﾈﾆ9+x�D飩ｨﾈ雜y?｢�

13 ��刀 冤���Eｨ�)�Hﾞ(�ﾉ8ﾋ2�27 ��ｲ�刀 冤���Eｨ�(ｭh�ｵ�ﾔﾉ;���Wi�8��D霎8ﾈ�?｢�

14 ��ｲ�刀 冤�ﾉ8ﾋ8�俘h�Yoi�hﾉ8ﾋ8�｢��儿ﾘ�ｨﾙX���菲Nﾈﾎ9�Y8��ﾂ�28 ��ｲ�脇指 冤���掠��ｨ�h�ﾉ9�R�

29 ��ﾒ�刀 冤���堅棹荿ｾ�;��

15 ��ｲ�短刀 冤���ﾉ9.��30 ��ﾒ�刀 冤���$�x荿��;��

16 ��刀 冤�Eｨ�(ｭh�ﾉ9.萎ﾂ��儿ﾘ�ｨﾙX�ﾙ畏�ｨ�菲�Y8���俘h�X慄�Xｨx�｢�31 ��ﾒ�刀 冤���掠(h菇�8�"�

32 ��ｲ�刀 冤���棹�(�ﾉ8���"�

17 ��ｲ�刀 冤������(菇:�ﾋHﾉ9.��33 ��脇指 冤���6��ﾈｭh���|x徂掠��xｶynR�

石破渋谷木工頭明秀（金象族）二胴切落 伊勢山田是作永正十二二年二 劔寛永二拾年末ノ二月吉日 

第Ⅲ部　刀装具のコーナー

番号 倡y.��資　　　　　　料　　　　　　名 儁Hﾘb�指定 倬�������������{�������������kﾂ�

1 ��金梨地紋大衡府太刀掃 ���� �x�ﾕﾉ�ﾙ,��

2 ��"�蝶鮫青漆塗大小掠 ����◇ 做�����ｾ��ﾘ傚:｢�

3 ��黒漆打刀掠 ��"�◇ �)$�(���ﾘ傚:｢�

4 ��"�黒漆打刀醇 ��2�◇ 做���(��ﾙmｨｭ��

5 ����籠秋草図鐸 ��B�◇ 做����ﾙmｨｭ��

6 ��秋草鹿図鍾 ��R� 做�����ﾘ揵[��

7 ��立田川図鐸 ��b� 儖ﾉEｩ{I�ﾘ揵[��

8 ��秋草図鑑 ��r� 亳Xｶｨﾕｹ�ﾙ�b�

9 ��秋草図鋳 ���� �)ｨ鬩�ﾙ�Y�"�
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5．資料紹介展

（1）ふるさとの魚

12月15日（日）～2月11日（火）

魚釣り、魚とり、誰もが一度は経験している

と思う。それだけに魚は、私たちに身近で、親

しみのある生物である。岐阜県は海にこそ面し

ていないが、木曽三川をはじめ、太平洋・日本

海へ流れる大河川を有し、全国でも有数の淡水

魚の豊庫となっている。セキツイ動物の中でも

最古の歴史を持つ魚類は、自然史を語る上で重

要な位置にあるにもかかわらず、その分布・生

態について未知な部分が多い。漁師等にとって

有用魚中心となるのはやむを得ないことかも知

れない。

カマキリ・ニホンバラタナゴの分布、ネコギ

ギの生態など、これからの研究を得たねばなら

ないが、自然環境の変化は、ハリヨ・イタセン

パラなどが減少し、メダカの姿さえ見ることが

少なくなってしまった。それに加え、アユの放

流をはじめ、他地域から移入された魚が増殖し、

本来の分布をくずしている。そして今、漁を業

とする人が少なくなり、方言で呼ばれていた魚

の本当の姿を知る人が少なくなってしまった。

本紹介展では、館蔵の魚類標本を中lmこ、変

化しつつある魚の社会や方言・漁法などを紹介

し、ふるさとの魚の全体像をつかみ、魚への興

味・関心を高めることを意図した。

展示内容

I　魚の種類と分布

Ⅱ　帰化魚

Ⅲ　回遊魚

Ⅳ　天然記念物の魚

Ⅴ　漁法

Iのコーナーで上流

から河口まで、県内各

河川で見られる魚を展

示した。特に淡水魚に

ついては、カワバタモ

ロコ・ワカサギを除き、

∴∴ ∴∴ 

8／／／言緩驚i畿綴 
＼＼、、議 ��＼＼＼／整顕岳惹頚緻＼幾当 

全種展示することができた。

Ⅱのコーナーでは、ブルーギル・オオグチバ

スなど外国原産の種について展示、その経路も

解説した。さらに、アユと共に移入されたハス

などについても解説した。

Ⅲのコーナーでは、アマゴマスとサクラマス

について、アマゴとヤマメの海降型であること、

今まで、アマゴマスがビワマスと呼ばれていた

り、分類も明確でなかったのを最新の情報をも

とに明確化することに心掛けた。

Ⅳのコーナーでは、天然記念物を取りあげ、

ハリヨ・ネコギギ・イタセンパラを展示し、天

然記念物への関心を深めるよう配慮した。

魚類標本120点、パネル・写真50点、漁具

15点を展示した。魚類標本については、標本

ケースなどでII悟町民俗資料館の協力を得るこ

とができ大変助けられた。標本がホルマリン液

演のため、退色が著しく魚本来の婚姻色等が見

られなかったのは残念である。しかし今回は、

あくまで資料紹介であり、やむを得ないことか

も知れない。

今回の展示を通じ、一般の人たちの魚類への

関心が予想以上に高いことを知った。そのため

か各報道機関も好意的に取りあげてくれ、写真

での特集を組んでくれた社もあった。通常入館

者の少ない冬期でありながら、日曜日には千人

を越える人たちに見ていただくことができたの

もマスコミの影響と考えられる。

今後の課題として、長年伝わってきた漁具・

漁法が失なわれつつある現在、漁具などの資料

収集は急務であると考えられる。

∴ 劔刹ﾀ添緩／、／ 

∴∴∴∴「 ．∴ 

／綴 �� 劔∴　∴ 

、鸞 估���� ��／、、撒 � 
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（2）古式鉄砲　－その歴史と英一

61年3月2日（日）～4月6日（日）

1543年（天文12）戦国争乱の渦の中、ポ

ルトガルよりもたらされた古式鉄砲（火縄銃）

は、諸大名の努力によって国産化され、日本統
一を早める上で画期的な役割を果たした。

その後、古式鉄砲は江戸時代の鎖国下におい

て独自の発達をとげるが、幕末には欧米に格段

の遅れをとり、明治維新以後全く過去の遺物と

化してしまった。

しかし、現在この古式鉄砲は、武器という本

来の用途を離れ過去の優れた手工芸生産物、あ

るいは装飾をこらした美術工芸品としての価値

が高く評価されている。

この資料紹介展では、古式鉄砲の歴史的意義

と美術工芸品としての価値を紹介し、文化財と

しての認識を深めていただけることを願った。

展示は、1「古式鉄砲の歴史」、2「美術工

芸品としての古式鉄砲」、3「近代以降の鉄砲」

4「古式鉄砲の仕組」の4つのコーナーに分け、

古式鉄砲にかかわる歴史と美を総合的に把握で

きるようにした。

第1のコーナーでは、鉄砲が日本の歴史の中

で果した役割として、「鉄砲の伝来と生産」・

∴一∴∴∴一∴一 　　　∴∴∴∴∴∴ 　　∴∴∴∴一一一∴ 凉b�

∴　　　∴一∵∴∴∴∴ 　　　　謹書 

品　評墓懸＼諜蕃 
ー18－

「天下統一と鉄砲」・「江戸時代の鉄砲」に分

けて、種ケ島筒・慶長古鏡・大筒・中簡・長簡

（細簡）・馬上筒（短簡）・変装筒・火矢筒の実物

と鉄砲鍛冶屋敷、稲書流砲術伝などを写真や図

表などによって鉄砲の歴史的変遷とその果した

役割を紹介した。第2のコーナーでは大名・武

士の愛玩品として装飾をこらした鉄砲として堺

及び国友の鍛冶職による銃身の家族および銃床

の飾り金具を対比させて紹介した。堺の鉄砲は

都会的でより洗練された美しい姿をもち、国友

村の鉄砲は質実、重厚なものであったという違

いが理解できるように紹介した。第3のコーナ

ーでは開国に伴う洋式銃の輸入による和製鉄砲

の近代化として「幕末の輸入銃」と「国産の鉄

砲」に分けて紹介した。第4コーナーでは鉄砲

各部の名称とカラクリ・スプリング・パイプ・

ネジの製作を図解と実物とによって紹介した。

察／、登家 ∴∴∴ 凵� 

古式鉄砲砲演　　　3月9日

関連事業として、堺鉄砲研究会・大垣城鉄砲

隊・彦根城鉄砲隊による古式砲術の流儀として

の立ち打ち（一斉、連射）・座り打ち（一斉、

連射）・種別打ちを80発砲演として公開した。

空砲とはいえ実射に迫る轟音に多数の参観者の

好評を得た。

／ミ／ニ＼／ ����∴∴∴ 凵�� ∴∴∴∴ ����������� 

∴ 劔∴ 

∴　〃漢∴ 凵_／ ������(�������懇／、、 ��



6．資料調査収集活動

（1）人文部門

館　　　　　　　　　　蔵 劔i借　用 弍����R�計 

実　物 兒����ｲ�その他 ��弍������｢�

考　　　古 ���3塔R�165 鼎��（1，790） 鉄湯�175 �(�3都2�

歴　　　史 塔C��29 ���R�（835） �3#R�15 ���333"�

民　　　俗 ���3#SB�0 湯�（1，254） ���1 ���3#cB�

美術・工芸 �#�B�16 �3B�（　59） �#S��611 ���3�3B�

そ　の　他 ���0 ���（　　0） ���1 ���

計 滴�33���210　　　207 凵i3，938） ���3��2�803 塗�3s�B�

複製には模型・ジオラマを含む（昭和61年3月31日現在）

1．資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）　　2・新館蔵資料紹介

資　料　名 �5��B�芳　　　名 

法華経写経・管 ��"�三　島　良　純 

秤（台付） ���岡　野　洋　三 

縄文土器片　他 ��s��廣　田　照　夫 

大工道具一式 ����亀　山　幸　子 

衝立・薬研　他 釘�酒井田　銃四郎 

蚕まゆ・毛羽 鉄��白　木　松　子 

唐箕など農具 �(��2�田　中　勝　盛 

山茶碗他民具 釘�亀　山　武　二 

酒袋など酒造用具 釘�白　木　恒　助 

当座帳・和紙他 �(��2�松　久　永　助 

徳山村民具 鉄#B�神　足　稔　一 

練炭火鉢他農具 澱�猿　渡　利　一 

御膳寵など民具 ��"�早　川　義　行 

フ　イ　ゴ ���間　宮　瑞　夫 

徳利・桶　他 湯�片　桐　　　博 

f字型鏡板　他 �(��b�徳　山　一　恵 

水桶・寄せ書き他 �(��B�井　藤　美　一 

苧トオン　他 途�西　部　　　廉 

秤 投票箱他 �"�"�県工業技術セン ター 県議会事務局 

計算器 �"�県工芸試験場 

ひな人形 �����亀　山　‾祖　道 

・法華経写経・管

この法華経写経及び管は、虎漠山永保寺（多

治見市）の前住職・三島良純老師（79才）よ

り寄贈いただいたものである。三島老師は、太

平洋戦争後、戦没者の供養のため写経を始めら

れ、二十余年をかけて昭和42年に全28巻を

完成されたもので、老師の「鎮魂の書」ともい

うべき貴重な資料である。

この28巻のうち16巻は、昭和55年に寄

贈いただいている。今回はその残分のうち欠巻

の第19巻を除き11巻の寄贈を受けた。

この写経に使用されている料紙は、故田中新

美氏（平家納経、大和絵など古画、古筆の研究

家）によるもの、また、乾漆黒地経巻管は、山

永光甫氏（日本工芸会）によるものであり、工

芸的な価値も高い資料である。

三島老師に代わって、現永保寺住職中村文峰老

師、上山英子氏、土本一時氏立ち合いのもとに

贈呈式が行われた。

－19－



・徳山村民具

元徳山村戸人の神足稔一氏から、そま道具、

大工道具を中心として524点におよぶ資料の

寄贈を受けた。そのうち3点を紹介したい。

（ア）豆腐つくり道具

徳山村では正月用のご馳走として、豆腐など

がつくられた。徳山豆腐はにがりを多く使用す

るせいか、通常のものより固めである。

（イ）オガ

かつて徳山では、3尺×9尺の栃板が挽かれ、

徳山銘木として売られた。栃板生産用の縦びき

大鋸をオガという。

（ウ）カンスとカナオ

徳山村ではカマドがほとんどなく、いろりが

両方の機能を併せもっていた。そのため、揚わ

かし用にカンスが、また自在鈎の代りにカナオ

（ゴトクの一種）が使われた。

ー20－

●がんどう

関市鋳物師屋の早川義行氏より寄贈された。

がんどうは、主に江戸時代に用いられた携帯

用燈火の一種で、納屋や土蔵での探し物や、夜

廻りなどに使われた。容器の中は、金輪を組合

わせ、ロウソクがいつも垂直に保てるように工

夫されている。

・酒袋

岐阜市門屋の白木恒助氏より寄贈された。

この酒袋は、木綿製・柿渋梁の2弁袋で、昭

和20年代後半まで使用された。

モロミを酒袋の中に入れて、口を閉め、それ

を木製の楠の中に積み上げ、上から圧力をかけ

て、しぼる。

∴ 

∴∴：　∴∴∵∵∴　　∵ 

・箱トオン

美濃市生櫛の西部　廉氏より寄贈された。

石臼で引いた米の粉を、この中に入れてふる

い、うどんやだんごを作る原料の選別をした。

∴∴∴一∴∴ ∴∴一∴　∴ � 

秦／＼ � ��

∴ �� ��

＼霊 ��



（2）自然部門
i館　　　　　　　　　　蔵 劔借　用 弍����R�計 

実物上製 刪ﾚ管・自作 その他 弍��������>����H�｢�

動　　　物 �#��3�#8���������R���cH���嶋�3s�"���R�0 �#��3#�r�

植　　　物 滴�3�ch��������3R����2�（2，922） ���0 滴�3#ィ�

岩石・鉱物 ���3ャ"�5 都2�（498） �#��3 ���3塔2�

化　　　石 ���3c���31 �#��（1，028） 鼎r�19 ���3s途�

そ　の　他 鉄r�22 ��c��（　15） ���0 �#Cr�

計 �#x�3s���108 田����（13，245） 塔"�22 �#��3S#��

複製には模型・ジオラマを含む（昭和61年3月31日現在）

1．資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

資　料　名 �5����B�芳　　名 

メジロはか 迭�亀山　力造 

ニホンカモシカ 鳴�付知町林政課 

カワセミ・シロマダラ �"�平林　良三 

ポンドイタチ ���今井　悦夫 

ヌートリア 迭�金森　昭至 

ウマの胎児・ウシの頭骨 �"�長沼　　悟 

クロスズメパテの巣 ���木股　　享 

ヤマドリ・カジカ他 ��2�後藤　　正 

イノシシ胎児 �2�村瀬　昭雄 

ニホンジカの胃 ���河尻　準之助 

ニホンジカの胃の内容 鳴�中嶋　繁喜 

アブラコウモリ ���成瀬　亮司 

ヤマドリ 鳴�野田　直通 

ニホンジカの頭骨 ���土松　新逸 

ヤマンギ ���鞍下　　基 

モズ・セグロセキレイ �"�国枝　時雄 

メボソムンクイ ���桑原　龍昭 

カワセミ・アオゲラ他 �2�辻　　栄介 

ヤマカガシ ���中澤　武士 

魚類・蛾類標本 ���3#���金古　弘之 

ミカド半セル他 �2�馬渕　義智 

チャコウラナメクジ ���保母　維久子 

ツバメ・シロハラ他 釘�日比野　安和 

ドバト・ホオジロ他 釘�山田　良二 

タゲリ・ハクビシン他 �2�嶽本　清一郎 

トラツグミ他 釘�伊佐冶　久道 

ギフチョウ ����加藤　憲夫 

昭和61年3月31日現在

資　料　名 �5����H����dh����kﾂ�

ゴイサキ ����昀�h����Wb�

モグラ ����ﾎ9:���ｻ�[ﾒ�

トビ ����ﾌ9�ﾈ����繒�

メボソムンクイ他 �"�岸　　二郎 

ヒメタニシ 店��蕀Oh��W育��

ウグイス ���安江　薫三 

オサムシ10種 鼎R�広瀬　正則 

オオツノトンボ ����ﾌ9�ﾈ���I?��

ニホンサル ����ﾙX岑��ｶ�ﾗ2�

ウミスズメ他 �(���ｩ�8��[hﾔB�

淡水貝類 鉄�X��憖�ｨ��ﾕ�u��

淡水貝類 鼎3X���Ynﾈ��蕀m延��

ヨタカ・モズの巣 �(��[ﾙnﾈ��th��

蝶の標本 �38��ｷｹnﾈ��諸Tb�

カワムシ他8種 �3(���ﾘ皐��]ｹWb�

ゲンゴロウブナ他 店��6饐8��]ｹ�b�

ギギ・ニゴイ 澱�林　　復明 

ヤリタナゴなど �3���OｩF侘饉h嶌ｭ��

ヤマメなど �����ﾊy�X蝌韋ﾋ��｢�

コイ・フナ・ナマズ 度��ﾊxｻ8支5ｨ985��ｲ�

ヤマドリ ������:���ﾔｹu��

ススキなど ��(�����(��ｶ��2�

ジョウピタキ 綿���)68��5yk��

スズメ ����6饐8���xﾆ"�

ポンチャバネセセリ �(��ｶy68����l��

ツツドリ ����ﾔﾈ皐��.X爾�

シジュウカラ 綿��ﾍﾉ:���nﾙ�b�
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資　料　名 �5����B�芳　　名 

ポンドイタチ ���本田　享司 

ツミ ���安藤　恵美子 

キビタキ ���加茂高生物部 

工ゾピタキ ���荒井　　浩 

リス 鳴�竹内　和敏 

イタチ ���佐藤　　坤 

ヒメボタル他 ����宮崎　　惇 

ヒヨドリ ���桜井　興平 

岐阜県産貝類標本 冩��(�3S���東山　　熊 

ヒメボタル生態写真 �#��竹内　重信 

烏の巣・外国産昆虫類 鉄B�飯田　図星 

ミヤマモンキチョウ他 釘�坂巻　　豊 

ノウサギ（仔） ���栃尾小学校 

スッポン・カムルチー �"�田島　正三 

スッポン骨格 �"�岩田　光弘 

ゴイサキ ���石田　明暗 

2．化石資料の収集

60年度は吉城県上宝村福地・一重ケ根地域

に分布する古生代デボン紀～石炭紀の動物化石

を中心に収集した。

この地域は、日本最古の化石など多くの動物

化石を産出し、日本における前期古生代の化石

産地として極めて大切である。しかし、山地の

荒廃や人工破壊などのため、採集可能な資料が

年々激減している状況である。

収集指導者として東京大学教養学部の浜田隆

士教授をむかえ、また本邦一流の化石採集家の

協力を得て3日間、116点の床板サンゴ・腕

足類・三葉虫などの動物化石を収集した。

3．常設展示の充実

60年度は、自然展示室2の一部の整備充実

計画が予算化され、11月に工事が実施され、

12月20日に整備が完了し、61年1月4日

に一般公開された。（詳細は、Ⅱ昭和60年度

のあゆみ　3常設展　を参照。）

4．常設展示充実準備に関する調査収集

地学分野（1）本巣郡根尾村松田で、美濃中・

古生層の石灰岩及び緑色岩の調
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資　料　名 �5����D囘h��kﾂ�

ホンドテン ����g�68������

ノウサギ（夏毛） ���上原　裕雄 

アオジ ���小野木　敦子 

カルガモ ����蕀Oh����蔗�

イグアナ（南米産） �����(岑��葈ｴ"�

オオタカ（幼鳥） �����(ﾏｸ����Y��

植物標本 冩����3���?��ｨ露Wb�

飛騨産植物標本 ���3c����+y�8���u��

サラバウ鉱 ����ｧﾘﾋH��diu��

木材石 ���益喜　寿之助 

サメの歯はか �#X��嫌:���vﾙ^2�

鶏冠石ほか �3r�伊藤　洋輔 

砂漠のバラ ���鷲鼻　峯男 

マガキほか �#���698x���9?��

飾石 ����髦ｼｨ��ｵ�Tb�

査収集。

（2）大野郡荘川村大黒谷で、中生代

白亜紀手取層群の植物化石の調

査収集。

（3）郡上郡八幡町及び美濃市州原地

区及び長良川流域の調査収集。

植物分野（1）笠ケ岳連峰の植物資料収集、生

態写真撮影。

動物分野（1）笠ケ岳連峰の動物調査、生態写

真撮影、特に小哺乳類の採集、

蝶・甲虫類の資料収集。

（2）県内産魚類の資料収集。



7．教育普及活動

（1）概　略

博物館における教育活動は、物（資料・調査

研究成果）を人に結びっけることをめざして行

われなければならない。今年度も、より多くの

県民との結びつきを願って多彩な催し物を企画

実施した。各教室等の参加人数は、別表のよう

に講演会を含めた27教室の総計1，190名で、前

年度（984名）を上回り、主体的学習の援助、

生涯学習の場づくりに寄与できたと思う。

親子手づくり教室、自然観察会、移動教室等

体験学習型の催し物は参加者が多かった。参加

意欲のわくテーマの設定が鍵になるが、館蔵資

料や展示と関連をもった教室の企画をしていく

ことも必要であろう。

一方、広報活動としては、博物館の運営や活

動を広く県民に知らせるために、前年度の方法

を踏襲し徹底した。特別展資料、催しもの案内

チラシ等の配布、県の広報媒体・新聞やラジオ

等の報道諸機関への情報提供、諸会合等でのP

Rを行ったが、周知徹底することの難しさを感

じた。情報・資料の効果的な提供先や提供方法

について再考する必要がある。

郷土学習室のビデオスタディコーナーは、動

く展示としてかなり利用されているが、故障が

多く、維持管理面での課題も残されている。

〈昭和60年度　各種講演会及び教室等の参加人数〉

事　業　名 佇���?｢�テ　ー　マ　・　内　　　容 俎X����������������蹌�対　　象 伜����ﾈ蹴�

人 文 関 係 �<�¥ｩ5xﾗX�橙�5．12 �>ｩ[h鳬�8,ﾉ���hｨ��帽立民翳博物饅・小山修三氏 �ｨ������L｢�150 ）11・10 ��儖ﾉEｨ,ﾉ8�ﾉR�南本美貌刀剣壁存協会・加島遊民 ��187 

人　文　教　室 店�C#b�アフリカ旧石器時代の文化 亦���ﾘ�)�Xｧxｻ8��Y�X��ｶ�耳����ｲ�中写生以上 一　般 鉄��

10，27 俔ﾘﾌｸ鳬�8,ﾉE�h������������迄ｻﾘ�讓ﾊHｸh徂�Xｭｸ�(ﾔｹ�驟倩����ill 

親子考古教室 塗�C"�l縄文時代のまつり �9hｭ乂xﾇﾈ醜�Y;�ﾉ�8ﾔﾂ�i鷲中寺石 �#r�
8．18 ��*�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B� 都B�

永田佐吉 ��ﾂ�
歴史教室 （岐阜県の人物） 塗�C���9hｭ乂xﾇﾈ皦馼�Y]�nﾈ椹Wb�中学生以上 一　般 �2�

9．29 ��8ﾊ冰闔ｨ嚢��nR�l当館人文係長・大前匡昭 ��5 

12．8 緬�ﾉ��/��l当館学芸主事・小liI和英　　　I �3 

人文移動教室 �����2�刀匠・研師を訪ねて �9hｭ乂xﾇﾈ皦馼�Y[ﾙ68ﾏi?��一　　　般 �#B�

自 然 関 係 �<�¥ｩ5xﾗX�橙�8，11 ���,ﾉ�(�ﾈﾗｩZ�,ﾉ�(､X�ﾂ�一品本地学研究会箕・聖竺些L 名城大学教授・桑原徹氏 ��93 

自　然　教　室 塗�C#2�濃尾平野のおいたちをさぐる 剋ﾔ掌牛以志 田��10，13 �5H8ｸ,ﾉx�+ﾙ;��京都大学教授・岩本光雄氏 �50 

「 11．17 �H,ﾉ�"�岐阜大学助教授・高橋　弘氏 ��63 

自然観察教室 店�C���百年公園の昆虫しらべ �9hｭ乂xﾇﾈ皦馼�X��:�躡���~冦���ﾏr�鷲ヰ善吉i �#r�

9．22 �� ��23 

4．28 儷9D靠h��,ﾉ��Z�+X.x-r�当館学芸員・小野木三郎 ��35 

11．24 �� ��19 

7．14 ���Z�h/�ｧ�+X.�*B� ��15 

自然観察会 度�C#x�C#��根尾村の自然観察（昆虫・植物） �9hｭ乂xﾇﾈ皦馼�x揵nﾉm�����:���~冦�� 鼎r�

自然移動教室 ����Cb�長良川沿いの自然を訪ねて（地質） �9hｭ乂xﾇﾈ皦馼�Xﾙ�ﾏY�8ﾔr�皇学生以志 ����

教 育 並 日 及 関 係 ��X�����訷,8*ﾘ.綾8��7．7 ���.愛r�当館教育主事・今井雑巳 刎�<Ym��14 

8．25 �'ﾈﾝxﾔ��竹細工師・石原文雄氏 ��65 

12．1 儉X柯*�+ｸ-��当館学芸主事“平田公二 ��35 

12．15 �+X-�,�.ﾘ,8*ﾘ.��わら細工師・大野仁久氏 ��33 

12．22 ��ｨ,8*ﾘ.��竹細工師・石原文雄氏 ��48 

夏　休　み 研究相談室 度�C���ﾃ#R���C#X�ﾃ3��夏休みの研究の進め方、整理の仕方 �9hｭ乂xﾇﾈ醜�XｦY%99h�"�小中学生 ����
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（2）移動展

「ふるさとの植物とほ乳動物」というテーマ

で、海津町と岩村町で実施した。

植物標本約200点、動物剥製標本26点

頭骨8点、昆虫標本箱13箱、写真パネル30点

解説パネル40点、その他ジオラマ材料多数

○海津町中央公民館　4月24日～5月9日

・町政30周年の協賛事業として実施

・入場者数　504人

○岩村町公民館　　　8月8日～8月22日

・岩村城創築800年祭の協賛事業として実施

・入場者数　1，844人

主催：岐阜県博物館、海津町教育委員会

岩村町教育委員会

テーマ「ふるさとの植物とほ乳動物」に、昆

虫の展示を加えるなど、内容の拡大充実を図っ

た。そのため、幼児や小学生により親しみやす

い移動展となった。

今後は、人文系の展示を加えた総合博物館の

移動展という形を整えるのか課題といえよう。

（4）昭和00年度　刊行物一覧

（3）資料貸出し

他館の展示、研究会、学校での教材等に次の

ような資料を貸出した。

。川島町ふるさと史料館

・古代の生物をさぐる化石展（8，3－9．13）

ハチノ巣サンゴ他　　　　　　12点

・ふるさとの魚（61．2．20－6．10）

液浸標本・パネル等　　　　　　50点

○神戸町中央公民館

・ふるさとの昆虫（6．4－7．2）　350点

・　〃　　植物（7．2－8．27）　200点

・　〃　　ほ乳動物（11．26－1．16）32点

・　　〃　　鳥（1．16－3．11）　　　53点

。中津Iii市教育委員会（9．11－10．8）

・鉱物標本、パネル、写真等　　　　30点

○岐阜大学武田教授・日本昆虫学会（10．17－

・昆虫標本箱　　　　　　　　8箱 10．27）

○加茂農林高校・文化祭（10．7－11．20）

・昆虫標本箱　1箱　写真パネル等12点

○関市瀬尻小学校（11．28－12．4）

・フズリナ化石他 10点

名　　　　　　　称　　　　i発行年　月　日 剩ﾅ　・　頁 兀H�������B�備　　　　　　　考 

岐阜県博物館だより　　第26号 田��H����H�H����B5・4頁 �(�CS��� 

第27号 田��H����x�������(�CS���

第28号 田��C���H�����(�CS���

岐阜県博物館報　　第8号 田��H����x�H����i　B5・28貞 ���3S���－ 

岐阜県博物館調査研究報告　　第7号 田��8����8�H��3��B5“79貞 ���3����

昭和60年度岐阜県博物館催しもの案内 田��H����H�8����i　B4・表裏 �3��3����

特別展　図録 ����（友の会　増刷） 

濃飛の縄文時代 剴8�������3　00 

美濃の刀剣 田��C���������������#X�Sci¥R��8�����6　00 

特別展　リーフレット ��h�S噂R���ﾈ�C#���3．000 

鉱物の世界 田��H����x���b�i　絵ハガキ4枚 

特別展ポスター 濃飛の縄文時代 田��H����H�H��(��2�B3 ���3s��� 

鉱物の世界 ��c��H��x���b�B3 ���3s���i 

美濃の刀剣 田��C���H������B3　タテ ���3s��� 

資料紹介展図録・リーフレット 古式鉄砲 田��H����8�H����"�B5・14貞 �3���l I l 

ふるさとの魚 田��C�(�C�R�B4・1枚 店�3���� 

（5）日曜映写会（16棚・スライド・VTR）

期　　　　　　　　間 ���������������������������������kﾂ�観　覧　音　数 

4月23日　－　　6月　9日 儷9D靠h��,iH饂渥���.h*H+�+ｹH饂渥��>ｩ[h�)�X/�+ﾘ+�,ｸ,B�1，326 

7月16日　～　　9月　8日 儷9D靠h､ｨ,iH饂渥�����.h*H+�+ｹH饂渥��1 　　　867 
あゆ 

10月　8日　～　11月24日 ����������h�����������h�h爾�

（6）博物館実習生受け入れ

愛知学院大学1名　静岡大学2名の計3名を、8月19日より29日まで10日間、実習指導した。
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（7）友の会

「博物館事業の普及を図るとともに、会員相

互の教養を高め、親睦を図ること」をめざして

発足した友の会も3年目を迎えた。今年度の活

動を総括すると、〝基礎を固めた年であった〝

と言えよう。

第1点は、会則を改正して役員組織を充実さ

せたことである。新設した理事、監事をはじめ

役員を各地にバランスよく配し、地区代表者的

性格をもたせ、運営の円滑化を図った。

第2点は、特別展図録、絵はがき等の諸資料

の作成、頒布を通して、会の財政的基盤を固め

たことである。

第、3点は〝魅力ある友の会づくり〝をめざし

て主催事業を多くしたことである。活動内容の

充実は会の基礎固めに結びつくと考え、探訪の

旅、他館見学、親子凧づくり教室等を企画実施

した。これらの活動を通して〝仲間と共に学ぶ

楽しさ〝を体験され、相互の親睦も深まったと

思われる。60年11月には、会員数が245名に達

した。

第4点は、友の会報を充実させたことである。

発行回数を年4回にし、内容面では、花の歳時

記、博物館めぐり等の連載物を始めた。会報を

通して、友の会への関心が高まり、会員相互の

心の絆も強まったと思う。

問題点としては、「博物館事業の普及を図る」

ということについて、何をすればよいのか、検

討が不充分で、具体的な活動がやや乏しかった

ことである。

会務の運営面では、博物館職員へ依存しがち

であり、会員による運営、事務局のあり方等々

∴ 　∴ ��「：∴∴∴∴∴∴。、∴∴ 亢X���

∴　　∴「∴ ��

∴∴ 

諮欝弱 ��h�h�������b�シ／… ∴∴∴：せこ、． ��H�����

親子凧づくり教室

解決すべき課題が残っている。

。昭和60年度友の会事業

〈　会　議　〉

総会5．12　　臨時総会11．10　役員会10．3・3．9

〈　探訪の旅、他館見学　〉

・歴史探訪（西濃の寺社）　6．16

・自然探訪（中濃の自然）　9．23

・県美術館見学（ルドン展）10．26

・岐阜市歴史博物館見学　1．18

・内藤記念くすり博物館見学3．1

〈　友の会報発行　〉

・第3号　　4．1　　　300部

・第4号　　7．1　　　500部

・第5号　10．1　　　500部

・第6号　1．1　　　500部

〈　資料等作成頒布　〉

・特別展図録　「濃飛の縄文時代」

「美濃の刀剣」

・絵はがき　　「鉱物の世界」

「岐阜県博物館」

28名参加

28名”

20名　〃

10名　〃

21名　〃

B5　4頁

A5　4頁

A5　4頁

A5　6頁

300部

600部

3，000組

5，000組

・「ひるがの」「展示案内」等

〈　その他　〉

・親子凧づくり教室12．12　48名参加

・会員助成（入館料補助）

・会員証作成

・アンケート実施（61年度事業計画）

○昭和60年度友の会役員

会　長　内木　茂

副会長　熊田光久、長屋一男、廣田照夫

。昭和60年度会計

収入　1，248，753円

支出　　897，580円

友の会会員証
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8．図書資料寄贈者芳名一覧

（昭和60年4月1日～

昭和61年3月31日）

〔博物館関係〕

国立民族学博物館

国立歴史民俗博物館

国立科学博物館

国立科学博物館附属自然教育園

東京国立博物館

憲政記念館

京都国立博物館

岐阜県美術館

岐阜県歴史資料館

岐阜市歴史博物館

内藤記念くすり博物館

岐阜市少年科学センター

岐南町歴史民俗資料館

大垣市歴史民俗資料館

土岐市美濃陶磁歴史館

瑞浪陶磁資料館

瑞浪市化石博物館

可児郷土歴史館

北海道開拓記念館

青森県立郷土館

岩手県立博物館

岩手県立農業博物館

東北歴史資料館

秋田県立博物館

山形県立博物館

栃木県立博物館

群馬県立歴史博物館

埼玉県立歴史資料館

埼玉県立民俗文化センター

埼玉県立さきたま資料館

埼玉県立博物館

埼玉県立自然史博物館

千葉県立安房博物館

千葉県立大利根博物館

千葉県立房総風土記の丘

千葉県立総南博物館

千葉県立上総博物館

東京都高尾自然科学博物館
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神奈川県立博物館

神奈川県立自然保護センター

神奈川県立金沢文庫

石川県立郷土資料館

石川県立白山自然保護センター

福井県立博物館

福井県立若狭歴史民俗資料館

山梨県立考古博物鱈

愛知県陶磁資料鱈

滋賀県立風土記の丘資料館

滋賀県立琵琶湖文化館

京都府立丹後郷土資料館

京都府立総合資料館

兵庫県立歴史博物館

奈良県立民俗博物館

和歌山県立自然博物館

岡山県立博物館

山口県立博物館

鳥取県立博物館

徳島県立博物館

香川県自然科学館

瀬戸内海歴史民俗資料館

愛媛県立博物館

佐賀県立博物館

大分県立宇佐風土記の丘歴史

民俗資料館

宮崎県総合博物館

鹿児島県立博物館

鹿児島県歴史資料センター

黎明館

沖縄県立博物館

北見市立北見郷土博物館

釧路市立郷土博物館

斜里町立知床博物館

市立函館博物館

穂別町立博物館

ひがし大雪博物鱈

苫小牧市博物館

八戸市博物館

遠野市博物館

仙台市歴史民俗資料館

仙台市博物館

日立市立郷土博物館

小山市立博物館

浦和市立郷土博物館

市立市川考古博物館

船橋市郷土資料館

千葉市加営利貝塚博物館

館山市立博物館

君津市立久留里城址資料館

豊島区立郷土資料館

町田市立博物館

八王子市立郷土資料館

福生市郷土資料室

大田区立郷土博物館

鎌倉国宝館

川崎市立産業文化会館博物館

箱根町立大涌谷自然科学館

横須賀市博物館

平塚市博物館

両津市博物館

相川郷土博物館

長岡市立科学博物館

富山市科学文化センター

富山市考古資料館

小松市立博物館

福井市立郷土歴史博物館

福井市立自然科学博物館

大町山岳博物館

信濃町立野尻湖博物館

日本民俗資料館松本市立博物

館

長野市立博物館

静岡市立登呂博物館

沼津市明治史料館

沼津市歴史民俗資料館

浜松市博物館

富士市立博物館

豊橋市地下資源館

豊田市郷土資料館

名古屋市博物館

愛知県文化会館

三好町立歴史民俗資料館

名古屋市見晴台考古資料館



鳳来寺山自然科学博物館

藤原岳自然科学館

尾鷲市立中央公民館郷土室

宇治市歴史資料館

京都市考古資料館

大阪市立電気科学館

束大阪市立郷土博物館

大阪市博物館

大阪市立自然史博物館

堺市博物館

和歌山市立博物館

西宮市立郷土資料館

神戸市立博物館

伊丹市立博物館

笠岡市立竹喬美術館

市立津山郷土館

津山洋学資料館

倉敷市立自然史博物館

広島市安佐動物公園

広島市郷土資料館

宮島町立宮島歴史民俗資料館

秋芳町立秋吉台科学博物館

松山市立子規記念博物館

福岡市立歴史資料館

北九州市立考古博物館

北九州市立歴史博物館

北九州市立児童文化科学館

アイヌ民俗博物館

遠野市民センター文化部

福島県文化センター

福島市児童文化センター

会津民俗館

致道博物館

国際基督教大学博物館

湯浅八郎記念館

たばこと塩の博物館

東京農工大学工学部附属繊維

博物館

家具の博物館

紙の博物館

根岸競馬記念公苑

馬の博物館

横浜海洋科学博物館

船の科学館

東海大学海洋科学博物館

海の博物館

久能山東照宮博物館

熱田神宮宝物館

伊良湖自然科学博物館

明治村

岩田洗心緒

日本モンキーセンター

リトルワールド

霊山歴史館

戦陣武具資料参考館

平安博物館

大阪人権歴史資料館

日本はさもの博物館

国立西洋美術館

国立国際美術館

山梨県立美術館

新潟県立美術博物館

群馬県立近代美術館

静岡県立美術館

三重県立美術館

滋賀県立近代美術館

奈良県立美術館

長崎県立美術博物館

熊本県立美術館

渋谷区立松溝美術館

世田谷美術館

稲沢市立荻須記念美術館

豊橋市美術博物館

京都市美術館

鹿児島市美術館

西武美術館

サントリー美術館

ベルナール・ビュフェ美術館

〔博物館協会〕

日本博物館協会

全日本博物館学会

全国科学博物館協議会

静岡県博物館協会

鳥取県博物館協会

愛媛県博物館協会

宮島町博物館協会

広島市動物園協会

〔教育委員会関係〕

岐阜県教育委員会

岐阜県教育センター

岐阜県農業技術教育センター

岐阜県工業技術センター

岐阜県情報処理教育センター

岐阜県同和教育協議会

岐阜県企画部統計課

岐阜県関ケ原青少年自然の家

岐阜県PTA連合会

岐阜県文化課

各務原市教育委員会

美濃加茂市教育委員会

可児市教育委員会

土岐市教育委員会

恵那市教育委員会

多治見市教育委員会

中津川市教育委員会

高山市教育委員会

神戸町教育委員会

藤橋村教育委員会

池田町教育委員会

白川町教育委員会

山岡町教育委員会

美並村教育委員会

白鳥町教育委員会

金山町教育委員会

下呂町教育委員会

萩原町教育委員会

関市役所

輪ノ内町役場

平田町役場

高鷲村役場

東涯教育事務所学校教育課

土岐少年自然の家

土岐市総務部企画財政課

古IiI町商工観光課

岐阜市編纂委員会

関市編纂委員会
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可児市編纂委員会

恵那市編纂委員会

平田町編纂委員会

川島町編纂委員会

高富町編纂委員会

本巣町編纂委員会

白III町編纂委員会

萩原町編纂委員会

岐阜市文化センター

大垣市文化会館

美濃加茂市文化会館

多治見市文化会館

垂井町文化会館

岐阜県立図書館

福島県教育委員会

埼玉県教育委員会

東京都教育委員会

福井県教育委員会

福井県教育庁文化課

愛知県教育委員会

奈良県教育委員会

京都府教育委員会

広島県教育委員会

長崎県教育委員会

弘前市教育委員会

いわき市教育委員会

いわき市教育文化事業団

福生市教育委員会

世田谷区教育委員会

高崎市教育委員会

相模原市教育委員会

浜松市教育委員会

沼津市教育委員会

名古屋市教育委員会

岡崎市教育委員会

春日井市教育委員会

瀬戸市教育委員会

豊橋市教育委員会

藤原町教育委員会

松原市教育委員会

尼崎市教育委員会

広島市教育委員会
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松山市教育委員会

三宅村教育委員会

西紀・丹南町教育委員会

忠類村役場

〔学校関係〕

各務原市立鵜沼第三小学校

各務原市立陵南小学校

笠松町立松枝小学校

郡上八幡中学校

岐阜第一女子高等学校

岐阜三田高等学校

大垣東高等学校

羽島高等学校

本巣高等学校

不破高等学校

海津北高等学校

郡上高等学校

郡上北高等学校

多治見高等学校

多治見工業高等学校

岐阜聾学校

岐阜県高等学校長協会

岐阜県高等学校生物教育研究会

岐阜県高校地学研究会

岐阜大学教育学部

岐阜大学農学部

岐阜女子短期大学

岐阜経済大学

聖徳学園女子短期大学

中部女子短期大学

東海女子大学

京都大学霊長類研究所

国学院大学文学部考古学研究

室資料館

国学院大学博物館研究室

武蔵野音楽大学楽器博物館

図書館情報大学

明治大学

多摩美術大学

神奈川大学日本常民文化

研究所

静岡大学理学部地球科学教室

愛知大学文学部

市部学園短期大学人文科学

研究会

仏教大学歴史研究所

立教大学博物館学研究室

同志社大学博物館学研究室

関西大学考古学等資料室

〔研究機関・出版社・その他〕

奈良国立文化財研究所飛鳥

資料館

元興寺文化財研究所

東京都埋蔵文化財センター

神奈川県埋蔵文化財センター

千葉県埋蔵文化財センター

静岡県埋蔵文化財調査研究所

滋賀県埋蔵文化財センター

福岡市埋蔵文化財センター

世田谷区民俗調査団

武蔵国分寺関連遺跡調査団

日野市栄町遺跡調査会

八幡原遺跡調査団

中里遺跡調査団

田端不動坂遺跡調査団

相模原市横山磯部遺跡調査団

富士見町遺跡調査会

広島県革戸千軒町遺跡調査

研究所

民具製作技術保存会

黒川古文化研究所

極楽寺宗教文化研究所

日本実生研究会

古文化財科学研究会

農村文化研究所

相模原地形・地質調査会

置賜民俗学会

地質調査所

日本美術刀剣保存協会

東海三県地盤沈下調査会

東京貝類同好会

行動と文化研究会

埼玉　翠の会

日本イヌワシ研究会



行動美術協会

信州書芸会

美術文化史研究会

美術研究会

名古屋哺乳類研究会

名古屋植物防疫所

名古屋営林局

音羽山清水寺

高校地理研究会

熱田神宮官庁

京都服飾文化研究財団

ポーラ伝統文化振興財団

観光資源保護財団

宮本記念財団

日　展

名古屋美術倶楽部

岐阜県水産試験場

岐阜県農業試験場

岐阜県工業試験場

岐阜県金属試験場

岐阜県文化財保護協会

岐阜県文化財保護協会大和村

支部

養老町文化財保護協会

岐阜県歴史研究会

岐阜県郷土資料研究会

岐阜県昆虫同好会

ふるさと白川研究会

徳山村の自然と歴史と文化を

語る集い

日本野鳥の会岐阜支部

中山道加納宿文化保存会

欲斎研究会

岐阜県哺乳動物調査研究会

郡上史談会

岐阜県公害研究所

霊山顕彰会岐阜県支部

岐阜県野鳥の会

美濃民俗文化の会

飛騨郷土学会

岐阜県デザイン振興会

長良川河口ぜさに反対する市

民の会

岐阜県観光連盟

大垣市文化連盟

月刊西美濃わが街社

北白川書房

岐阜ローンテニスクラブ

朝日新聞社

刀剣春秋新聞社

海外学人月刊社

東海民報社

至文堂

吉川弘文館

ニューサイエンス社

教育社

啓林館

東京書籍株式会社

東京美術

郷土出版社

宮内庁書陵部

岩波書店

宮内庁正倉院事務所

松坂屋

文化庁

〔個　人〕（敬称略）

石　原　伝兵衛

市　原　信　治

池　田　愛　也

石　田　鎌

大　森　清

大　倉　正

小野木　三

加　納　白

梶　浦　敬

笠　原　芳

北　村　利

桜　井　欽

Kohei Sawada

柴　田　埋　草

清　水　克　己

関　谷　美智男

竹　内　重　信

竹　石　耕　美
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一

男

敏

郎

鶴

一

雄

憲

一

寿

一

宏

夫

英

夫

光

雄

郎

雄

政

也

惇

雨

昭

生

雄

雄

次

冶

大

童

　

　

　

　

裕

　

　

照

久

　

　

進

信

輝

伸

　

　

柳

吉

暁

静

文

轍

勘

中

屋

井

井

島

平

野

原

越

　

　

沢

　

野

崎

島

野

藤

藤

田

橋

下

竹

土

筒

土

中

野

早

蕨

船

堀

前

官

宮

三

　

水

武

武

森

諸

山


